
                          

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
１
３
日
か
ら
開
会
さ
れ
た

福
岡
市
議
会
は
、
２
５
日
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
補
正
予

算
案
並
び
に
議
員
提
案
に
よ
る
「
空

家
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
の
防
止

に
関
す
る
条
例
案
」「
議
員
報
酬
削 
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減
特
例
条
例
案
」
等
、
３
２
議
案
を

可
決
・
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

私
は
、
１
８
日
、
「
仕
事
を
体
験

し
て
学
ぶ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
」
と
「
原
発
事
故
を
想
定

し
た
福
岡
市
原
子
力
災
害
避
難
計

画
に
つ
い
て
」
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。
（
裏
面
参
照
） 

 

ま
た
、
議
会
最
終
日
に
行
わ
れ
た

意
見
書
採
択
に
お
い
て
、
私
が
所
属

す
る
社
民
・
市
政
ク
ラ
ブ
福
岡
市
議

団
は
、
「
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る

憲
法
解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
に
反

対
す
る
意
見
書
案
」
（
民
主
・
市
民

ク
ラ
ブ
や
日
本
共
産
党
市
議
団
と

の
共
同
立
案
）
と
「
今
秋
の
消
費
税 
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率
引
上
げ
決
定
に
反
対
す
る
意
見

書
案
」
（
日
本
共
産
党
市
議
団
と
の

共
同
立
案
）
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

可
決
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
解
釈

を
変
更
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
す
る
こ
と
や
賃
金
改
善

の
実
感
が
得
ら
れ
て
い
な
い
中
で

消
費
税
率
を
来
年
４
月
、
８
％
に
引
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き
上
げ
る
こ
と
に
反
対
・
疑
義
を
も

つ
国
民
も
多
く
、
粘
り
強
く
こ
れ
ら

の
問
題
点
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。 
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○
雇
用
創
出
基
金
事
業
・
生
活
者
困
窮
者
の
相
談
窓
口
設
置
等
の
補
正

予
算
案
可
決 

○
「
空
き
家
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
案
」・ 

「
議
員
報
酬
の
減
額
案
」
可
決 

等
を
可
決
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福
岡
市
議
会
９
月
定
例
会 

こ
の
条
例
は
、
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
を
原
因
と
す
る
空
き
家
の
倒

壊
や
瓦
の
飛
散
、
壁
の
倒
壊
等
に
よ

る
被
害
か
ら
、
市
民
の
生
命
、
身
体

ま
た
は
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

【
主
な
内
容
】 

◆
空
き
家
の
所
有
者
等
の
管
理
義 

務
と
と
も
に
、
被
害
防
止
の
た

め
の
必
要
な
対
策
を
推
進
す
る

市
の
責
務
を
明
記
。 
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◆
市
長
は
、
所
有
者
等
に
対
し
て
、

助
言
・
指
導
・
勧
告
を
段
階
的
に

行
い
、
正
当
な
理
由
な
く
勧
告
に

従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
所
在

地
、
所
有
者
等
の
情
報
を
公
表
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。 

◆
市
長
は
、
被
害
が
発
生
す
る
危
険

性
が
高
い
空
き
家
に
つ
い
て
、
所

有
者
が
不
明
な
場
合
等
、
必
要
最

小
限
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
こ
と
。 
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９
月
定
例
議
会
で
は
、
５

件
の
意
見
書
案
の
う
ち
３

件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 ○
婚
外
子
差
別
等
の
是
正
を

求
め
る
意
見
書
案 

（
賛
成
多
数
） 

○
地
方
税
財
源
の
安
定
確
保

を
求
め
る
意
見
書
案 

 
 

（
賛
成
多
数
） 

○
寡
婦
控
除
を
非
婚
の
母
子

家
庭
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
案 

 
 
 
 
 
 

（
賛
成
多
数
）
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●公共交通バリアフリー化促進事業 

（ノンステップバス導入補助） 

約 5600万円 

●生活困窮者自立促進支援モデル事業 

約 2200 万円

●起業支援型就労体験事業  

約 1億 7000万円 

 ＊起業 10年以内の企業等における失業者 

の雇用、就労体験等による就労支援 

 

●公共事業         約 125億円 

◇アイランドシティ関連道路等街路整備事業 

◇公園整備事業     ◇港湾整備事業 

◇漁港施設整備関連事業 

◇新・青果市場整備事業 

◇福岡空港駅改造事業等  
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「集
団
的
自
衛
権
の
憲
法
解
釈
変
更
」 

異
議
あ
り
！ 

 

 

 

 

 

 
歴
代
政
府
は
、
「
国
際
法
上
、
当

然
に
集
団
的
自
衛
権
を
有
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
行
使
し
て
、
わ
が
国

が
直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
他
国
に
加
え
ら
れ
た

武
力
攻
撃
を
実
力
で
阻
止
す
る
こ

と
は
、
憲
法
第
９
条
の
も
と
で
許
容

さ
れ
る
実
力
の
行
使
の
範
囲
を
超

え
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
」

と
し
て
き
ま
し
た
。 
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補正予算の主な内容 

    

国
の
安
全
保
障
政
策
は
、
立
憲
主

義
を
尊
重
し
、
憲
法
前
文
と
第
９
条

に
も
と
づ
い
て
策
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
憲
法
前
文
や
第
９

条
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
、
時
々
の
政

府
や
国
会
の
判
断
で
解
釈
を
変
更

し
、
新
た
な
法
律
を
制
定
し
根
本
的

に
変
更
す
る
こ
と
は
、
立
憲
主
義
に

反
す
る
極
め
て
危
険
な
動
き
で
す
。 

め
て
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と
り
わ
け
集
団
的
自
衛

権
を
め
ぐ
る
議
論
は
こ
れ

ま
で
国
会
に
お
い
て
積
み

重
ね
て
お
り
、
こ
れ
を
無
視

し
て
強
引
に
解
釈
を
変
え

よ
う
と
い
う
試
み
は
国
会

答
弁
を
も
形
骸
化
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

政
府
見
解
を
堅
持
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。 
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【
意
見
書
に
つ
い
て
】 

市
議
会
は
、
国
会
や
関

係
省
庁
等
へ
市
民
生
活

に
関
係
の
あ
る
問
題
に

つ
い
て
意
見
や
要
望
を

伝
え
る
た
め
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

空
き
家
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例 

福岡市議会議員  社民・市政クラブ市議団    2013年 10月号 
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玄
海
原
発
に
は
、
稼
働
の
有
無
に
係
ら

ず
大
量
の
核
燃
料
と
使
用
済
み
放
射
性
物

質
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
が
、
地
震
や
津
波
、
あ
る
い
は

操
作
ミ
ス
等
に
よ
り
、
原
子
力
発
電
所
の

外
に
放
出
さ
れ
る
事
態
に
至
る
万
が
一
の

緊
急
事
態
を
想
定
し
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
と
事
故
発
生
時
の
避
難
誘
導

体
制
の
不
備
を
総
括
し
た
防
災
体
制
の
確

立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
昨
年
９
月
、
国
は
、

原
発
か
ら
半
径
３
０
㎞
圏
の
自
治
体
に
原

子
力
災
害
避
難
計
画
策
定
を
義
務
づ
け
ま

し
た
。
福
岡
市
は
原
発
か
ら
３
０
㎞
圏
外

で
す
が
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
気
象

状
況
に
よ
っ
て
は
放
射
性
物
質
が
飛
来
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、「
福
岡
市

地
域
防
災
計
画
」
の
「
原
子
力
災
害
対
策

編
・
避
難
計
画
」
を
策
定
す
る
と
し
て
い

ま
す
。 

避
難
計
画
の
概
要
に
つ
い
て 
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[

市
民
局
長
答
弁
】 

●
原
子
力
災
害
対
策
措
置
法
第
１
０
条

及
び
第

1
5

条
に
該
当
す
る
事
象
の
発

生
時
に
は
、「
原
子
力
防
災
に
係
る
福
岡

県
民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
協
定
書
く

に
基
づ
き
、
九
州
電
力
か
ら
福
岡
市
に

直
接
連
絡 
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●
屋
内
退
避
を
含
む
避
難
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
は
、
国
が
福
岡
市
に
直
接
指

示 

●
福
岡
市
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
の
発

生
時
に
は
、
報
道
機
関
に
広
報
の
要
請

を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
車
等
に
よ
る

巡
回
広
報
や
災
害
広
報
紙
等
の
発
行
、

防
災
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
・
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
媒
体
を
利
用
し
て
広
報 

●
避
難
は
、
原
則
と
し
て
自
家
用
車
の
乗

り
合
わ
せ
に
よ
る
避
難
と
し
、
自
家

用
車
に
よ
る
避
難
が
出
来
な
い
市
民

は
、
市
や
県
が
準
備
す
る
バ
ス
等
を

利
用 

●
避
難
先
は
５
０
㎞
圏
外
で
か
つ
プ
ル

ー
ム
の
進
行
方
向
に
あ
た
ら
な
い
市

立
の
小
中
学
校
を
避
難
所
と
し
て
開

設 

●
災
害
時
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
自
ら

避
難
が
お
こ
な
え
な
い
方
は
、
地
域
住

民
の
協
力
の
も
と
避
難
。
そ
れ
に
よ
り

が
た
い
方
は
、
防
災
機
関
等
の
支
援
を

得
て
避
難 

 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
に
つ
い
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生
活
の
基
盤
が
不
安
定
な
た
め
、
将 

来
設
計
が
難
し
い
若
者
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
高
校
生
を
含
め
若
者
の
就
労
支

援
の
強
化
が
急
務
と
な
っ
い
ま
す
。 

一
昨
年
、
中
央
教
育
審
議
会
は
、
学

校
に
は
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立

し
た
人
材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
し
か
し
一
方
で
は
若
年
無

業
者
や
フ
リ
ー
タ
ー
問
題
、
新
卒
者
の

早
期
離
職
問
題
等
に
つ
い
て
学
校
教
育

が
十
分
対
応
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
惧
を
示
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
昨
今
の
労
働
環
境
を
み
る

と
、
若
者
無
業
者
の
増
加
を 

単
に
若

者
の
意
識
・
意
欲
の
問
題
と
と
ら
え
る

の
は
早
計
で
す
。 

学
ぶ
こ
と
が
自
分
の
将
来
に
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
の
か
、
迷
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
多
く
い
る
中
で
、
学
校
教
育

の
中
で
、
働
く
こ
と
を 

子
ど
も
た
ち

の
将
来
に
ど
の
よ
う
に
動
機
づ
け
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。 本

年
５
月
、
元
中
学
校
校
舎
を
改
築

整
備
し
た
「
京
都
ま
な
び
の
街
生
き
方

探
求 こ

の
探
求
館
は
、
地
元
企
業
や
行
政
、

市
民
の
連
携
の
も
と
、
経
済
教
育
団
体

ジ
ュ
ニ
ア
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
生
活
設
計
体
験
学
習
」
を

活
用
し
、
地
域
や
社
会
と
の
関
わ
り
の

中
で
生
き
方
を
考
え
、
生
き
る
力
を

育
む
「
生
き
方
探
求
教
育
」
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

京
都
市
の
ほ
と
ん
ど
の
小
中
学
校

が
参
加
し
て
い
る
こ
こ
で
の
体
験
学

習
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
仕
事

を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
や

役
割
分
担
が
あ
っ
て
社
会
が
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
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探
求
館
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

こ
の
探
求
館
は
、
地
元
企
業
や
行
政
、

市
民
の
連
携
の
も
と
、
経
済
教
育
団
体

ジ
ュ
ニ
ア
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
生
活
設
計
体
験
学
習
」
を

活
用
し
、
地
域
や
社
会
と
の
関
わ
り
の 

中
で
生
き
方
を
考
え
、
生
き
る
力
を
育

む
「
生
き
方
探
求
教
育
」
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

京
都
市
の
ほ
と
ん
ど
の
小
中
学
校
が

参
加
し
、
仕
事
を
通
し
て
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
や
役
割
分
担
が
あ
っ
て
社
会

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。 
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【
教
育
長
答
弁
】 

●
大
名
小
、
簀
子
小
及
び
住
吉
小
の 

跡
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

校
区
と
本
市
で
定
め
た
「
小
中
学 

校
再
編
に
関
す
る
計
画
書
」
に
基 

づ
き
、
地
域
活
動
の
場
や
災
害
時 

の
避
難
場
所
等
の
整
備
を
行
う
こ 

と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域 

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今 

後
跡
地
の
利
用
計
画
を
検
討
す
る
。 

こ
と
と
し
て
い
る
。 
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■

福
岡
市
原
子
力
災
害
避
難
計
画 

～
地
域
状
況
に
応
じ
た
実
効
性
あ
る
防
災
体
制
の
確
立
を
～ 

 

【
お
ち
い
し
の
質
問
】 

「
事
故
の
連
絡
の
経
路
」
「
市
民
へ
の
広

報
」
ま
た
「
避
難
の
方
法
と
避
難
所
の
設

置
」「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
等
」
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。 

 

【
お
ち
い
し
の
質
問
】 

 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
内
部
被
曝
に
よ
る

甲
状
腺
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

る
効
果
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。 

 

昨年２月、福島県南相馬市を視察。 

桜井市長より、被害状況や事故発生時

の避難状況の説明を受ける。 

【
市
民
局
長
の
答
弁
】 

●
こ
れ
ま
で
避
難
計
画
の
素
案
に
盛
り

込
ん
で
い
た
が
、
先
般
７
月
に
国
が

服
用
の
対
象
年
齢
や
配
布
方
法
等
に

つ
い
て
新
た
な
指
針
を
示
し
た
の
で
、

再
度
検
討
を
行
っ
て
い
く
。 

を
伺
い
ま
す
。 
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【
市
長
の
答
弁
】 

●
国
は
、
原
発
事
故
の
発
生
に
備
え
る

住
民
の
避
難
計
画
づ
く
り
を
支
援
す

る
組
織
を
設
置
し
、
３
０
㎞
圏
内
の

広
域
避
難
計
画
の
作
成
支
援
を
す
る

と
し
て
お
り
、
ま
た
、
３
０
㎞
圏
外

の
対
策
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
国
が
検

討
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
国
・
県
と

連
携
を
行
い
実
効
性
の
あ
る
計
画
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。 
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【
お
ち
い
し
の
質
問
】 

本
市
は
、
原
子
力
災
害
避
難
計
画
を
本

年
度
中
に
策
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

原
発
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
市
民
の
安

全
確
保
と
不
安
解
消
の
た
め
、
地
域
の
状

況
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
、
市
長
の

所
見
を
伺
う
。 

 

■
仕
事
を
体
験
し
て
学
ぶ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

【
お
ち
い
し
の
質
問
】 

 

本
市
に
は
施
設
一
体
型
小
中
連
携
校

が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
学
校
の
建
設
に

伴
い
、
空
校
舎
と
な
る
学
校
が
あ
る
。 

「
学
び
の
場
」
で
あ
っ
た
そ
れ
ら
の
学
校

を 

小
・
中
学
生
が
「
社
会
の
仕
組
み
や

経
済
の
働
き
を
学
び
、
望
ま
し
い
勤
労
観

や
職
業
観
を
育
む
た
め
の
体
験
学
習
が

で
き
る
施
設
」
と
し
て
、
整
備
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

 

探求館内で体験学習する小学生 


